
 

皆
さ
ん
と
共
に
地
域
の
芸
能
・文
化
を
継
承
し
て
い
く
「第

五
回 

山
岡
町
芸
能
文
化
発
表
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
和
太
鼓
、
遊
戯
、
演
舞
に
加
え
、
地

域
に
根
付
い
た
獅
子
芝
居
や
歌
舞
伎
と
い
った
伝
統
芸
能
が

披
露
さ
れ
ま
す
。
園
児
を
は
じ
め
、
各
世
代
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
り
ま
す
。  

 

ま
た
、
作
品
展
で
は
書
道
、
陶
芸
、
吊
る
し
雛
、
絵
手
紙

な
ど
、
日
頃
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
力
作
が
展
示
さ
れ
ま

す
。
多
様
な
趣
味
を
持
ち
、
充
実
し
た
余
暇
を
過
ご
す
こ
と

は
、
い
き
い
き
と
し
た
生
活
に
つ
な
が
り
、
人
生
を
豊
か
に
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
人
と
の
交
流
が

生
ま
れ
、
地
域
全
体
が
元
気
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
発
表
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
世
代
を
超
え
て
ふ
れ

あ
う
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地

域
の
伝
統
を
体
験
し
、
理
解
を
深
め
る
大
切
な
場
で
も
あ

り
ま
す
。 

 

今
後
も
こ
の
発
表
会
が
、
地
域
の
活
力
を
育
み
、
交
流
の

場
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
って
お
り
ま
す
。 

日
時 

令
和
七
年
十
二
月
七
日
（日
） 

場
所 

山
岡
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

開
演 

十
時
三
十
分 

ご
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
岡
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

会
長 

 
渡
邉 

康
正 

山
岡
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会 

地
域
学
校
協
働
本
部 

山
岡
歌
舞
伎
保
存
会 

山
岡
青
少
年
育
成
町
民
会
議 

市
民
三
学
山
岡
委
員
会 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
山
岡 

山
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

  

恵
那
市
社
会
福
祉
協
議
会
山
岡
支
部 

山
岡
町
区
長
会 

恵
那
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

  

恵
那
市 

恵
那
市
教
育
委
員
会 

恵
那
市
文
化
振
興
会 

  

【共 

催
】 

        

【協 

賛
】 

    

【後 

援
】 

 

【
発
表
会
】 

 
 

一
、 

山
岡
中
学
校
生
徒 

 
 

二
、 

開
会
式 

 

 
 

三
、 

山
岡
こ
ど
も
園
児 

 

 
 

四
、 

山
岡
小
学
校
児
童 

 
 

五
、 

明
智
太
鼓
保
存
会 

 
 

六
、 

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル 

Ｌ
Ｍ
Ｄ 

 
 

七
、 

ゆ
き
こ
ま
会 

 
 

八
、 

白
山
比
咩
神
社
獅
子
舞
保
存
会 

 
 

九
、 

山
岡
歌
舞
伎
保
存
会 

 
 

十
、 

閉
会
式 

 

【
作
品
展
】 

 
 

山
岡
小
学
校 

児
童 

 
 

山
岡
中
学
校 

生
徒 

 
 

一
般 



あ
だ
う 

そ
が
き
ょ
う
だ
い 

 
 

 
 

あ
だ
う 

く
ど
う
す
け
つ
ね
や
か
た あ

さ
ひ
な
さ
ぶ
ろ
う 

ま
い
づ
る 

お
お
い
そ 

と
ら
ご
ぜ
ん 

お
う
み
こ
と
う
た 

や
わ
た
さ
ぶ
ろ
う 

 

日
本
三
大
仇
討
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「曽
我
兄
弟
の
仇
討
ち
」を
歌
舞
伎
に

し
た
も
の
。
通
常
は
工
藤
祐
経
館
の
場
で
上
演
い
た
し
ま
す
が
、
今
日
は

鶴
ヶ
丘
八
幡
へ
工
藤
祐
経
が
、
朝
比
奈
三
郎
の
妹
・舞
鶴
、
大
磯
の
虎
御

前
、
化
粧
坂
の
少
将
・こ
ず
え
を
伴
い
、
参
詣
す
る
設
定
で
す
。 

 

家
来
の
近
江
小
藤
太
を
八
幡
三
郎
が
そ
れ
を
出
迎
え
、
舞
鶴
の
と
り
な
し

で
曽
我
十
郎
・五
郎
兄
弟
が
登
場
し
祐
経
と
対
面
と
な
り
ま
す
。 

 

敵
を
目
前
に
血
気
に
は
や
る
弟
、
そ
れ
を
制
す
る
兄
、
祐
経
か
ら
盃
を
受

け
る
が
五
郎
は
盃
を
た
た
き
割
る
。
二
人
に
富
士
の
巻
狩
り
の
役
目
を
終
え

た
後
、
討
た
れ
て
や
ろ
う
と
本
心
を
明
か
し
、
後
日
の
再
会
を
約
束
し
て
幕

と
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
場
を
か
り
て
口
上
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

会
稽
扇
曽
我

か
い
け
い
お
う
ぎ
そ
が 

鶴
ヶ
丘
八
幡
対
面
の
場

つ
る
が
お
か
は
ち

ま

ん
た
い
め
ん
の
ば 

下
手
向
白
山
比
咩
神
社
獅
子
舞
保
存
会 

 

白
山
比
咩
神
社
獅
子
舞
は
、
信
州
小
諸
城
主
の
松
平
乗
紀
（の
り
た
だ
）が

岩
村
に
転
封
さ
れ
た
と
き
に
、
嫁
獅
子
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
子
乗
賢
（の

り
か
た
）も
父
の
遺
志
を
継
ぎ
、
よ
り
一
層
文
教
政
策
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

嫁
獅
子
に
よ
る
獅
子
舞
が
、
乗
賢
が
家
督
を
継
い
だ
享
保(

一
七
一
七
年)

の
頃

か
ら
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
下
手
向
白
山
比
咩
神
社
に
も
伝
わ
り
、
「悪
魔

払
い
」「道
行
き
」「宮
入
り
」な
ど
の
奉
納
獅
子
舞
が
定
着
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

そ
の
後
、
大
正
十
三
年
、
岩
村
の
三
浦
半
佐
が
嫁
獅
子
を
主
役
に
し
て
歌
舞

伎
の
さ
わ
り
場
面
を
上
演
す
る
よ
う
に
な
り
、
下
手
向
で
も
こ
れ
を
習
っ
て
神

社
の
祭
礼
に
奉
納
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
妹
背
山
」「千
両
幟
」「忠
臣

蔵
七
段
目
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

獅
子
芝
居
は
、
長
年
青
年
団
の
間
に
受
け
継
が
れ
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

少
子
化
の
影
響
で
後
継
者
が
減
少
し
て
き
た
た
め
、
昭
和
六
十
年
六
月
に
保

存
会
を
設
立
、
同
年
十
月
に
旧
山
岡
町
の
無
形
文
化
財
に
、
平
成
二
年
に
は

岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
青
年
団
と
協
力
し
て
伝
承

に
努
め
て
い
ま
す
。 

稲
川 

 
 

小
木
曽 

幸
広 

獅
子
（お
と
わ
） 

西
尾 

伸
康 

唄 
 

 
 

安
藤 

学
哉 

笛 
 

 
 

安
藤 

孝
光 

和
太
鼓 

山
岡
中
学
校 

石
山 

承
太
朗 

後
藤 

晴 

鈴
木 

怜
音 

玉
置 

加
菜
恵 

伊
藤 

壮
亮 

加
藤 

遼
太
郎 

兼
山 

佑
樹 

近
藤 

里
虹 

原
田 

楓
月 

松
村 

怜
奈 

水
野 

杏
乃 

玉
置 

菜
摘
夢 

長
谷
川 

菜
々 

水
野 

綺
人 

渡
邉 

晴
貴 

 

鶴
屋
の
若
旦
那
、
礼
三
郎
の
ひ
い
き
力
士
は
「稲
川
」、
悪
侍
九
兵

太
の
ひ
い
き
力
士
は
「鉄
ヶ
嶽
」。
こ
の
二
人
の
力
士
は
、
い
ろ
い
ろ
な

絡
み
が
あ
って
仇
同
士
（ラ
イ
バ
ル
）と
な
って
い
ま
す
。 

 

家
に
届
け
ら
れ
た
相
撲
番
付
表
を
見
る
と
、
何
と
今
日
の
取
り
組

み
か
ら
「稲
川
」「鉄
ヶ
嶽
」と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
礼
三
郎
の
た
め
の

「二
百
両
」の
算
段
に
心
を
悩
ま
し
て
い
る
「稲
川
」の
顔
は
優
れ
ま
せ

ん
。
「稲
川
」は
今
日
の
取
り
組
み
で
「二
百
両
」の
た
め
に
「鉄
ヶ
嶽
」

に
勝
ち
を
譲
ろ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。 

 

獅
子
「お
と
わ
」は
夫
「稲
川
」を
座
ら
せ
て
、
心
の
中
を
察
し
な
が

ら
そ
の
乱
れ
髪
を
、
櫛
と
と
の
え
る
の
で
す
。 

 

「向
こ
う
鏡
の
蓋
と
り
て
、
写
せ
ば
写
る
顔
と
顔
」は
こ
の
外
題
の
名

場
面
で
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
日
関
取
稲
川
は
女
房
「お
と
わ
」と
今
生
の
別
れ
を
し

て
土
俵
に
向
か
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
取
り
組
み
で
「二
百
両
」の
た
め
に
「鉄
ヶ
嶽
」に
勝
ち
を

譲
ろ
う
と
し
た
時
、
「進
上
、
二
百
両
稲
川
へ
ひ
い
き
よ
り
」
と
い
う

声
が
か
か
り
、
気
を
取
り
戻
し
た
「稲
川
」は
「鉄
ヶ
嶽
」を
土
俵
に

叩
き
付
け
、
勝
ち
を
お
さ
め
ま
す
。 

 

取
り
組
み
後
、
ひ
い
き
の
乗
っ
た
駕
籠
の
垂
れ
を
め
く
って
み
る
と
、

そ
こ
に
は
何
と
「二
百
両
」で
身
を
売
った
女
房
「お
と
わ
」の
姿
が
あ
っ

た
の
で
す
。 関

取
「稲
川
」 

獅
子
女
房
「お
と
わ
」と
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

心
情
を
表
現
し
た
獅
子
芝
居 

笛 
 

 
 

 

西
尾 

綱
由 

太
鼓 

 
 

 

中
嶋 

務 

 

〃  
 

 
 

 
 

樋
田 

真
也 

呼
び
出
し 

 
 

鈴
木 

研
次 

獅
子
後
持
ち  

 

三
浦 

和
彦 

 
千
両
幟
「稲
川
」 

配
役 

会
稽
扇
曽
我 

鶴
ヶ
丘
八
幡
対
面
の
場 

配
役 

振
付
指
導 

 

松
本
団
女 

下
座 

 
 

松
本
奈
津
実 

 

〃  
 

 

松
本
瑠
奈 

顔
師 

 
 

松
本
宙
士 

 

〃  
 

 

松
本
茂
み 

 

〃  
 

 

松
本
匠
平 

床
山 

 
 

松
本
真
由
美 

着
付
け 

 
 

三
浦
恵
美 

 

〃  
 

 

原
田
ユ
カ 

後
見 

 
 

山
岡
歌
舞
伎
保
存
会 

 

◆
大
太
鼓
流
れ
打
ち 

 

◆
勇
み
駒 

 

◆
呼
び
込
み
流
れ 

 

◆
み
や
け 

工
藤
祐
経 

 
後
藤 

琢
磨 

 

山
岡
中
学
校
校
長 

曽
我
十
郎 

 

渡
邉 
康
正 

 

山
岡
地
域
自
治
区
会
長 

曽
我
五
郎 

 

森
下 

史
康 

 

山
岡
歌
舞
伎
保
存
会 

舞
鶴 

 
 

原
田 

知
咲
季 
山
岡
歌
舞
伎
保
存
会 

虎
御
前 

 
 

西
脇 

美
恵 

 
上
矢
作
歌
舞
伎
保
存
会 

小
将 

 
 

仁
口 

玲
奈 
 

山
岡
歌
舞
伎
保
存
会 

近
江
小
藤
太  

舩
坂 

昴
輝 

 

山
岡
警
察
官
駐
在
所 

八
幡
三
郎 

 

安
藤 

哲
也 

 

上
矢
作
歌
舞
伎
保
存
会 

小
姓 

 
 

後
藤 

文
馨 

 

山
岡
小
学
校
三
年
生 

口
上 

 
 

水
野 

和
一 

 

山
岡
歌
舞
伎
保
存
会 

関
取
千
両
幟 

稲
川
内
の
段

せ
き
と
り
せ
ん
り
ょ
う
の
ぼ
り 

い
な
が
わ
う
ち
の
だ
ん 


